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研究成果の概要（和文）：生後 8週において、出産後にカロリー制限を開始した母獣の仔(CR 群)

の摂食量は自由摂食下の母獣の仔(AL 群)に対して優位に増加しており、体重に差は認められな

かった。また、生後 24 週においては、摂食量と体重に差は認められなかった。生後 8 週と 24

週における血中グルコース濃度は、CR 群において優位に低かった。このことから、授乳期にお

ける母獣へのカロリー制限は、その仔の成長に影響を及ぼし、特に糖代謝に影響を与えること

が示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：At 8 weeks of age, the amount of food intake on the offspring of 
the caloric restricted dam during lactation (CR) was significantly increased in 
comparison with the offspring of the ad libitum feeding dam (AL) although there was no 
difference in body weight between AL and CR. At 24 weeks of age, the amount of food intake 
and body weight in CR were not different from those in AL. The concentration of the blood 
glucose in CR was significantly decreased compared with AL. These results suggested that 
the caloric restriction in the dam during lactation affected the development in offspring, 
especially glucose metabolism. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、小児肥満の増加が問題視されており、
肥満児の出現頻度は約 30 年間で 3 倍に増加
している。肥満はインスリン抵抗性と心血管
疾患を発症する重大な危険因子である。疫学
的および実験動物による研究により、成人期
における肥満やそれに関連する代謝性疾患
の起源は、遺伝的あるいは環境的要因による
ものだけでなく、周産期における要因と関連
があることが示唆されるようになった。 
 

 

２．研究の目的 
抗老化・寿命延長効果のあるカロリー制限を
授乳期の母獣に応用し、その仔への影響につ
いてエネルギー代謝を中心に検索を行う。 
 
 
３．研究の方法 
1)授乳期母獣へのカロリー制限：出産後の雌
C57BL マウスの 1 日摂食量を測定し、授乳中
の母獣の 1日毎の標準摂食量を決定する。そ
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の平均摂食量の 70％を授乳期母獣へ離乳ま
での 3 週間与え、実験コロニーを作製する。 
 
2)授乳期母獣へのカロリー制限の影響の検
索：授乳中母獣の乳腺を採取し、一般的にカ
ロリー制限により影響を受けるアディポネ
クチンの発現量を検索する。 
 
3) 授乳期母獣のカロリー制限による仔への
影響の検索：授乳期から経時的に体重の測定、
離乳後から経時的に摂食量と血糖値の測定
を行う。また、血液サンプルやインスリン感
受性の臓器を採取して、 血中インスリンや
アディポネクチン濃度の測定や、インスリン
シグナルに関連する因子の検索を行う。生後
8 週より高脂肪食下で飼育を行い、体重や摂
食量を経時的に測定するとともに、血液サン
プルやインスリン感受性の臓器を採取して、
上記と同様の検索を行う。 
 
4) 授乳期母獣のカロリー制限による仔の寿
命への影響：長期飼育により、授乳期のカロ
リー制限がその仔の寿命に影響を及ぼすか
検索を行う。 
 
 
４．研究成果 
授乳期母獣より乳腺を採取して、アディポ

ネクチン遺伝子の発現量を検索した結果、対
照群に比べてカロリー制限による発現量が
優位に上昇していた。 

出産後にカロリー制限を開始した母獣の
仔の体重は、対照群に対して優位に減少して
いた。離乳後、自由摂食下において飼育を行
ったところ、生後 8週においてカロリー制限
下の母獣により育てられた仔の摂食量は対
照群に対して優位に増加しており、体重に差
は認められなかった。また、生後 24 週にお
いては、摂食量と体重に差は認めらなかった。
生後 8 週と 24 週における血中グルコース濃
度は、カロリー制限下の母獣により育てられ

た仔において優位に低かった。このことから、
授乳期における母獣へのカロリー制限は、そ
の仔の成長に影響を及ぼし、特に糖代謝に影
響を与えることが示唆され、インスリン感受
性への影響も予想される。 

また、生後 8週より高脂肪食下で飼育した
ところ、生後 24 週における体重は、カロリ
ー制限下の母獣により育てられた仔におい
て優位に増加していた。 
現在、血液サンプルを採取して代謝関連の

血中パラメーターの検索と、インスリン感受
性臓器を採取して、シグナル伝達系や遺伝子
発現の検索を行う予定である。また、授乳期
母獣のカロリー制限による仔の寿命への影
響についても、実験動物を長期的に飼育継続
中である。 
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